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本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

「振り込め詐欺を許さない」

　

管か
ん
き
ょ渠
を
傷
め
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
、
閉
塞
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
例
】

・ 

野
菜
ク
ズ
や
動
植
物
油
脂
類
な

ど
・ 

薬
品
類
、
鉱
油
類
そ
の
他
可
燃

物
な
ど

・ 

不
織
布
シ
ー
ト
や
布
類
、テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

※
動
植
物
油
脂
類
は
、
家
庭
で
の

食
器
洗
い
程
度
で
は
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
新
聞
紙

な
ど
で
拭
き
取
っ
て
可
燃
ゴ
ミ
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飲
食
店
の
み
な
さ
ん
へ

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ（
阻
集
器
）

の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

管
理
を
怠
る
と
、
店
舗
近
く
の

下
水
道
本
管
に
油
脂
の
塊
が
詰
ま

り
、
閉
塞
事
故
を
起
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。

　

冬
場
は
特
に
油
脂
類
が
地
下
で

固
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
適
切

な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

★
下
水
道
課
☎
㉕
１
１
４
６

下
水
道
事
故
防
止
の
お
ね
が

い

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
、
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て
確

実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
手
段

の
試
験
を
行
い
ま
す
。

日 

時　

11
月
28
日
㈮　

午
前
11
時

頃
（
１
回
実
施
）

情 

報
伝
達
手
段　

防
災
行
政
無
線

の
放
送
及
び
防
災
行
政
無
線
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

内 

容　

防
災
行
政
無
線
か
ら
、
毎

日
午
後
５
時
に
行
っ
て
い
る
定

時
試
験
放
送
と
同
じ
く
ら
い
の

音
量
で
一
斉
に
放
送
し
ま
す
。

放 

送
内
容　

防
災
行
政
無
線
チ
ャ

イ
ム
＋
「
こ
れ
は
、
試
験
放
送

で
す
。」
×
３
、＋
「
こ
ち
ら
は
、

防
災
本
庄
で
す
。」
＋
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
メ
ー
ル
は
放
送
と
同
一
の
内
容

を
配
信
し
ま
す
。
当
日
の
災
害
の

発
生
状
況
、気
象
状
況
な
ど
に
よ
っ

て
は
、
試
験
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）の
自
動
放
送
試
験

を
実
施

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６

４日㈫・10日㈪・17日㈪・25日㈫・12月１日㈪・８日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６

４日㈫・10日㈪・17日㈪・25日㈫・12月１日㈪・８日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

８日㈯～11日㈫、12月３日㈬～７日㈰

今月の納税納付［納期限：12月１日㈪］
・国民健康保険税　５期　・下水道負担金　　　３期
・介護保険料　　　５期　・後期高齢者医療保険料 ５期
　口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　11月５日㈬、12月５日㈮　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係☎72１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を、
総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

　「こちらは防災本庄です。本庄警察署よりお知らせし
ます。ただいま市内のご家庭に、息子や孫をかたる、
振り込め詐欺の電話がかかってきています…」
　今や毎日のようにこのような防災行政無線が市内に
鳴り響いています。これは実際に振り込め詐欺と思わ
れる電話を受け取った市民が、警察に連絡をした後だ
とお考えください。
　「母さんオレだよ」と電話をかけ、交通事故でケガを
させた相手との示談、あるいは会社の金の紛失、など
の理由で「今すぐ現金が必要」と相手をだまし、銀行
振り込みや直接の受け取りなどで高額の金をうばう振
り込め詐欺。今やその手口も多種多様で、しかも１人
でなく組織的に行われているようです。
　私がこの詐欺を絶対に許せないのは、親の子を思う、
祖父母の孫を思う、その善良な気持ちを逆手に取るか
らです。だまされた被害者に聞くと、みなさん異口同
音に、絶対我が子、我が孫と思って疑わなかった、と
言われる。それはそうでしょう。我が子、我が孫と信

じた瞬間、人は「何とかせねば」という一途なスイッ
チが入ってしまうのです。それが親であり、祖父母だ
と思います。
　だまされた人が悪いという言い方を、私は取りませ
んし取れません。それよりもこのような卑劣な犯罪に
手を染めている輩を絶対に許してはならないという正
しい怒りが、もっと社会全体に必要なのではないかと
思います。
　子を思う、孫を思う親や祖父母の気持ちを無にしな
い世の中づくりを、我々は真剣に考えた方が良いでしょ
う。自分の権利を主張することばかり教え、親の恩に
報いることを教えない、偏った世の風潮が長らく続い
た結果、このような犯罪が起きやすい世の中になった
と私は思います。家族のつながりをもっと強くする世
の中にしていかねばならない、あの忌まわしい防災行
政無線が流れるたび、そう思うのです。
　みなさん、両親やおじいさんおばあさんと、コミュ
ニケーションを取っていますか？

お
知
ら
せ



（
広
告
）

（
広
告
）

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

★秘書広報課☎㉕１１５５
平成26年11月1日号

　

県
で
は
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が

中
学
校
へ
入
学
す
る
と
き
、
就
学

支
度
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
下
記
の

受
付
期
限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対 

象　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支

度
金
支
給
制
度
の
ご
案
内

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
西
富
田
自
治
会
で

は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、

祭
囃
子
の
半は

ん
て
ん纏
、
太
鼓
な
ど
を
購

入
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
収
益
金
で
お
囃は

や
し子
備

品
を
整
備

17

　

恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
市
と
市
消
防

団
本
庄
方
面
隊
で
は
、
11
月
16
日

㈰
午
前
８
時
か
ら
若
泉
運
動
公
園

第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
消
防
特
別

点
検
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
庄
地
域
で
は
、

当
日
午
前
６
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

を
行
い
ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
点
検
は
火
災
シ
ー

ズ
ン
を
前
に
、
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
と
消
防
設
備
の
万
全
を
期
す

た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

火
災
と
お
間
違
い
な
く
！

「
消
防
特
別
点
検
」
の
た
め
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

庭
の
父
、
又
は
父
母
の
い
な
い

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、

平
成
27
年
４
月
に
中
学
校
へ
就

学
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
生

活
保
護
受
給
世
帯
は
除
く
。）

支
給
額　

１
０
、
０
０
０
円

受
付
期
限　

12
月
26
日
㈮

申 

請
方
法　

振
込
先
金
融
機
関
の

通
帳
を
持
参
の
う
え
左
記
へ

★ 

子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

　

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す

る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

防
火
標
語
（
平
成
26
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
）

　

 『
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す

ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
』

期
間　

11
月
９
日
㈰
〜
15
日
㈯

重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

② 

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③ 

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

④ 

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

⑤
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

住
宅
防
火 
い
の
ち
を
守
る 

７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
〜
３
つ
の
習
慣
、
４

つ
の
対
策
〜

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

○ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
た
か

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
児
玉
郡
市

内
の
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
置
が
必
要
と
な
る

の
は
寝
室
で
す
。
な
お
、
寝
室
が

２
階
な
ど
に
あ
る
場
合
は
階
段
に

も
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
家
電
取
扱
店
、
防
災

設
備
の
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
消

防
本
部
（
署
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
も
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
72
４
６
５
４

平
成
26
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施

★ 

市
民
活
動
推
進
課
☎
㉕
１
１
１

８


